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1. はじめに

縦型誘引給気ユニット（図 1）では、誘引空調の搬送

動力節約や再熱不要などの利点を持つ一方、部屋四隅か

らの居住域給気による置換換気を成り立ち、室内全体の

換気効率を向上できる 1)2)。しかし、冬季暖房時の冷たい

外壁、外窓付近の下降流が室上部に溜まっている汚染物

質を居住域に巻き込み、置換換気の効果を低減する恐れ

がある。そこで、本報では、縦型誘引給気ユニットを有

する 4 床病室の冬暖房時の室内温度・汚染物質濃度分布

の明確や、如何に暖房時の置換換気効果を維持するかを

目的とし、実大実験による検討を行った。

2. 実験概要

実験は、2023 年 1 ～ 2 月中に木村工機株式会社大阪ショー

ルームを改装した、4 床病室を模擬する実大実験室で行った。

部屋の北、東、南壁の断熱（100mm ポリスチレンフォー

ム）や天井チャンバー＆下の階の 24 時間空調により、こ

れらの方向からの熱移動を最低限にし、中間層に位置かつ

隣室がある、外壁（窓）が一面のみの空間を想定する。部
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図 1 　縦型誘引給気ユニットのイメージ

（ア）水平方向断面図（イ）給気口の内部と外観図

図 2  実験室の寸法と鉛直温度・濃度測定点の水平分布

屋の西側に外気チャンバーを作り、チャンバーと部屋の

間、上部は 7mm スチレンパネル、下部は 100mm ポリスチ

レンフォーム、それぞれ 6m × 1.7m の複層ガラス窓（1.4W/
(m2・K) と 6m × 0.9m の腰壁を代表する。人体と機器発熱

を模擬するため、発熱量 50W のシリンダー形状模擬人体

と 60W のブラックランプ（深紫カバーの電球）をそれぞ

れ 4 台設置した。実験室の寸法と鉛直温度・濃度分布測定

点の水平配置を図 2 に示す。一体の模擬人体の面部付近か

ら CO2(1.5L/min ) ＆ He(0.9L/min ) 混合ガスを発生し、一人

の患者から発生している汚染物質を代表する。実験方法に

関しては、室内空気及び壁の温度が定常に達した後、混合

ガスを 3.5 時間連続発生させ、最後 0.5 時間の室内温度と

濃度分布を定常データとし採用する。実験パラメータにつ

いては、室内外温度差を大阪の真冬と想定するΔ 15℃（室

中心 1.1m 高さと外気チャンバー内空気）に一定し、一次

給気風量を強風（860m3/h）と中風（600m3/h）モード、病

床周囲の間仕切りカーテンの有無、外窓用カーテンと窓

ヒータ（図 3）の使用の調整となり、詳細は表１に示す。

表１ 実験ケースと参考データ
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図 3 外窓カーテン（ア）と窓ヒータ（イ）の写真
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3. 結果と分析

　異なる空調風量（換気回数）の実験ケースの換気効果を比

較するため、CO2 トレーサガスの濃度はすべて (1) に示し

ている規準化濃度　 （測定点と排気濃度の比率）で表す。

の影響を受け、汚染物の沈下（特に部屋中心、P3 ＆ P4 付

近）が観測された。それに対し、外窓カーテン設置は一定

な下降流防止＆汚染物質巻き込み減少効果がある同時に、

窓ヒータと併用すれば、元から下降流を除去でき、熱上昇

流も発生し、冬暖房時の置換換気効果が顕著に向上、保証

出来る。まとめになると、縦型誘引給気ユニットを有する

４床病室の冬暖房時の置換換気効果を保証するには、中風

量給気と窓ヒータとの併用を強く推奨する。やむを得ず大

風量給気が必要な場合、間仕切りカーテンを閉めず（室内

障害物を無くす）、混合換気システムとしても優秀な換気

性能（発生源以外、基準化濃度は 0.5 程度）も持っている。
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図 4 冬暖房条件（室内外温度差 15℃程度）下の室内鉛直温度（ア）と基準化濃度（イ）分布
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定常状態の室内の温度分布を図 4（ア）、規準化濃度分

布を図 4（イ）に示す。外気チャンバーの温度調整能力は

限りある同時に、室内外温度差を 15℃程度に保証するため、

一部のケースは室内温度を正常な暖房目標温度より高めに

設定した。室内上下温度分布について、中風 (600m3/h) 給
気の場合は 4℃差程度、強風 (860m3/h) は 5℃差程度の一方、

病室用（寝ている人）から考え、病床高さ（0.6m）より上

の空間の鉛直温度差は 2℃程度であり、置換空調の温度分

布を維持しながら、熱快適性への影響は少ないと考える。

また、間仕切りカーテンの設置は、病床周辺の温度差緩和

効果を持ちながら、窓ヒータと外窓カーテンが室内温度分

布への影響は特に見れなかった。室内汚染物質濃度に関し

て、置換換気の（低速給気推奨）特性から、中風給気は強

風より、汚染物質の拡散は少なく、安定な置換換気になり

易いことが分かった。全てのケースでは外窓付近の下降流


